令和元年度の事業報告書

　平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

特定非営利活動法人ちはやぶる宇治の未来をつくる会　
１　事業の成果

　
  法人設立後3期目は、まちづくり活動に対する交付金が得られないこともあって、事業活動の縮小を余儀なくされた。その中でも令和元年9月から始めた「ちはやぶるサロン事業」は参加者に好評を得たことから、今後も交流拠点を提供する継続イベント行事として続けていく予定であります。引き続き多種多様な催事を催すことで、まちづくりを担う主体間のリアルな交流を喚起しコミュニケーションの促進を図るともにソーシャルキャピタルの構築を目指していく。
２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の

実施日時
(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数
	(D)受益対象

者の範囲

(E)人数
	事業費の金額
（概算）
（単位：千円）

	1 ちはやぶるサロン事業
	地元の人が講師となって、地元の話しや得意な話しを伝えたい人と知りたい人が語り合う交流拠点としてのイベントを行う。
年４回実施。
	(A)9/8,10/20,11/7
   2/9
(B)事務所内
(C)4～5名
　　　
	(D)一般市民
(E)8～21名
   　 
	　
２１

	2 宇治の未来を語る会事業
	宇治の歴史・文化等を学び語
るための専門家講師による
勉強会を行う。
年１回実施。
	(A) 6/22
(B) 事務所内
(C) 6名

	(D)宇治歴史に関心のある市民
(E)16名
	　　 ―
　　

	3 座禅・講話体験事業
	宇治のお寺での座禅と講話
体験を行う。
お寺の持つ歴史に触れ合い自分自身と向き合う時間を過ごすイベント。
年１回実施。
	(A)9/15
(B)興聖寺
(C)4名

	(D)一般市民
(E)10名
　　

	　　１０

	4 史跡周辺の賑わい創出事業
(やまぶき市)


	県神社で行うフリマで、他に
ライブ、市民劇等市民が交流
できる賑わいの場を提供し、
収益金は県神社のやまぶき
の植栽のために活用する。
年１回(10月)実施。
	(A)10/6
(B)県神社
(C)8名
	(D)一般市民
(E)150名
	　　２１


	5 地域催事参加への協働事業
	あさぎりフェスティバル（宇治市男女参画支援センター主催）に企画出展参加。
毎年１回(12月初頃)実施。
	(A)11/30
(B)ゆめりあうじ
(C)2名
　　　
	(D)一般市民
(E)150名
　　
	１

	　〃
	宇治の興聖寺の存在を知って
もらうためのビーガン料理だ
けを集めたマルシェ（19店）

を開催。
初めての企画開催。
	(A)11/30
(B)興聖寺
(C)2名
	(D)一般市民
(E)200名
	　―


